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（21） C. Borzaga and J. Defourny（Eds.）, The Émergence of 
Social Enterprise, 2001, London, New York : Routledge,
　日本訳 Ｃ.ボルザガ/Ｊ. ドゥフルニ編　内山哲朗・石
塚秀雄・柳沢敏勝訳『社会的企業』日本経済評論社，
2004年，著者の序文及び514ページ．ほかに，斎藤愼
『社会起業家　社会責任ビジネスの新しい潮流』岩波新
書，2004年，谷本寛治『ソーシャル・エンタープライズ
社会的企業の台頭』中央経済社，2006年なども参照．
（22） 同書，513ページ．
（23） その後2008年12月，立命館大学総合政策学部で，イギ
リスのオックスフォード大学の社会起業家のためのス
コールセンター教授のクマール博士（Dr.Sarabajaya 
Kumar）の講演を聴き懇談する機会があった．同教授
は慶応大学の招聘で来日されたものだが，同教授との話
し合いを通じて，サードセクターはかつての日本にみら
れたような観光開発など地域開発やビジネス目的の公私
混合企業というよりも，協同組合などが早くから発達し
たイギリスではボランティア組織に軸足をおきつつ，子
育てや児童保護など社会福祉，チャリティ，環境問題，
起業を通じた雇用や人材育成目的など一定のミッション
（mission）性をもった起業（家）に主眼が置かれてい
ることが明らかとなった．先にみた通り，最近のノーマ
ン・ジョンソンによる日本での報告も注目される．
（24） たとえば，桜井政成「非営利・営利組織のサービスの質
に関する比較検討：介護保険市場を例に」『非営利法人
研究学会誌』10，2008年．同「NPO法人の事業モデル
形成と組織発展：京都府NPO法人事業報告書データ分
析から」非営利法人研究学会第12回全国大会（於日本大
学）報告ペーパー，2008年，参照． 
（25） 2003年時点でのワーカーズ・コレクティブは団体数580
団体，メンバー数１万6149人，2002年度事業高は127億
円であった．1993年時点に比べて団体数は3.5倍，メン
バーは４倍となっている．
社会福祉学部研究紀要　第12号
10
（あとがき）
　本稿作成に当たり「ローカルガバナンス研究会」を主宰され
ている関西学院大学の山本隆教授並びに同研究会で報告された
桜井政成氏には誌上を借りてお礼申し上げる．
